
　特別支援教育実践マニュアル＜No.９＞をお届けします。
　今回特集する「個別の指導計画」は、特別な教育的ニーズの必
要な子どもに対して、個に応じた支援を計画的かつ継続的に行う
ために必要不可欠なものです。
　「個別の指導計画」を活用することで、より効果的な支援ができ、
子どもたち一人一人の豊かな自己実現を図ることができます。そし
て、子どもを中心に保護者・教職員がつながり、信頼関係が深まり
ます。子どもに関わる全ての人が、笑顔になり、元気が出る「個別の
指導計画」。効果的に活用して、子どもの力を引き出しましょう。
　今号では、その方法を具体的にお伝えします。

特別支援教育実践マニュアル 

～ 「個別の指導計画（短期計画）」の作成と活用 ～

＜No.９＞

浦安市教育委員会
教育研究センター

子どもへの支援のポイントが明確になります。

教職員間の連携が図りやすくなります。

保護者との連携が図りやすくなります。

発達に遅れや偏りがある子どもは、適応しようと本人なりに努力しています。

　⇒　どの場面で誰がどのように支援すると効果的なのかが明確になります。

学校全体で子どもを支援していくことが大切です。

保護者は、担任が積極的な姿勢を示すことで安心します。

　⇒  支援のポイントを整理することで、他の教職員の理解や協力を得やすくなります。

　⇒　保護者と共に作成し、具体的な対応方法を示すことで、保護者との連携が図り
　　　 やすくなります。

［活用すると］

［活用すると］

［活用すると］



記入の仕方

　
  ［領域区分］
 
　 課題となる領域を○で囲みます。
 　上段と下段が同じ領域になって
 も差し支えありません。

 ◇「学習面」とは、教科学習場面で
   直面している課題を指します。
 ◇「生活面」とは、教科学習場面以
　 外で直面する課題を指します。
 ◇「社会性」とは、上記二場面の別
   なく、特に集団生活を送る上で直
　 面する課題を指します。

  ［子どもの適応状態］

  ・子どもが好きなこと
  ・子どもが得意なこと
  ・子どもが学校生活の
  中で取り組むことがで
  きていること
  …こうしたことを具体
  的に書きます。
   子どもが「自分にも
  できることがいろいろ
  ある」ということを自
  覚するよう、指導して
  いきます。

  ［保護者の願い］

　 保護者が、2～3ヵ月間の学
 校生活に望むことを書きます。
 　例えば、
 ・子どもの成長で願うこと
 ・参加して欲しいこと
 ・友だちとの関係で願うこと
 …こうしたことを担任が予め
 聞いておき、書き込みます。

  ［課題］

   つまずいているところ
 を1つか2つ挙げ、支援の
 ポイントとして絞ります。
 　できない箇所を網羅す
 る必要はありません。
   優先順位を付けて指導
 に当たりましょう。

  ［目標］

　 左記の課題に関する目標
 として、2～3ヵ月で達成可
 能なことを、1つか2つ想定
 します。
   「～できる」というよう
 に、具体的かつ肯定的な表
 現をします。

  ［支援の形態］

  「誰が」「どの時間に」
 行うのかを明記します。
 　確実に指導できる場面
 を想定しましょう。

  ［手立て］

　「手立て」とは、「ちょっと
 した工夫」のことです。
 ・課題の量と難易度
 ・課題の提示の仕方
 ・声かけの仕方
 ・補助教材の活用の仕方
 ・場面の設定の仕方
 …こうしたことを具体的に書
 きます。

  ［成果と課題］

 ◇「目標」が達成されている場合、
　それを評価します。
 
 ◇「目標」が特定の条件のもとで達
  成されている場合（「～のときには
  できた」といった場合）は、
 「目標」を継続すべきか、それとも
　上方修正すべきかを検討します。

 ◇「目標」に到達していない場合は、
  ・「手立て」の方法や頻度が適切で
    あったかどうか検討します。
  ・「目標」を継続すべきか、それと
 　 も下方修正すべきか検討します。
  

  ⑧［見直し予定日］

   2～3ヵ月に 1回更新
 します。 3学期制の学
 期末に当たる頃を見直
 し予定日とします。

　ここがポイント！

保護者と一緒に
 ① 「子ども理解」を深める
 ② 支援の優先順位をつけて実行する
 ③ 定期的に見直しながら効果を高める



小学生の例（抜粋）

中学生の例（抜粋）



まなびサポート事業 

教育研究センター〈美浜北小学校内〉 ３８１－７９６０・７９６１ 

まなびサポート相談室〈見明川中学校内〉 ３９０－５２０４ 

　　　　   「プロフィール」 と 「長期計画」

＊「個別の指導計画」は、
　・「プロフィール」
　・「長期計画」
　・「短期計画」
　これで一式です。

＊「プロフィール」と「長期計画」は１枚の
　シートになっています。

＊３年間を通して使用します。小学校下学年
　用・上学年用・中学校用があります。
　
＊「長期計画」は、１年ごとに「長期目標」
  と「成果と課題」を書き加えて、３年間を
　見通すことができるようにします。

　　　　　　　　「まずは、この子たちから」

 ＊ 補助教員・支援員が関わっている、個別
　の支援が必要な児童・生徒
 ＊ 保護者から「個別の指導計画」を作って
　欲しいと要望があった児童・生徒

　　　　　　　　　　 「保管の仕方」

＊ 個人ごとにファイルを用意し、鍵のかか
 る場所に保管します。
＊ 個人情報なので取り扱いには十分注意し、
 「個別の指導計画」を用いて情報交換等
　をする場合、保護者の了承を得ます。

　　　　　　　　　「子どもの実態」を
　　　　　保護者と共有するために

 ＊ 保護者には、子どもが学校で頑張ってい
　 る姿を伝えます。
　　子どもの「困り感」は、その子なりに適
　 応しようと努力した結果です。
　　保護者には、子どもの「困り感」を日頃
　 から伝えておきます。
 ＊ その際、必ず担任（学校）としての対応
   策も一緒に伝えるようにします。
　
（参照）
『特別支援教育実践マニュアルNo.1＆2』
『特別支援教育実践マニュアルNo.4』

　　　　　　　　　　「作成の手順」

＊ P(Plan)
 　実態把握と目標設定

＊ D（Do)
   計画に基づいた実践
　
＊ C(Check)
　 指導の評価
　 個々の目標に対する評価

＊ A(Action)
　 目標の修正
　 指導法の改善
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